
安全保障輸出管理の流れ

外国人（留学生・研
究者・教員・訪問
者）を受け入れる

①～③に該当しない

はい

取引を行いたい

　　　追加確認必要

総括責任者による再確認

承認

非承認 経済産業大臣へ申請 　許可

　　　　不許可

該非判定シート（シート２）による点検
取引相手等確認シート（シート３）による点検

リスト規制非該当かつ取引相手等懸念なし

　　　　　リスト規制非該当かつ取引相手等懸念あり

【取引の具体例】
●貨物の輸出
海外への貨物（機材等）の輸出（送付・携行等）、海外出張／渡航・海外留学
●技術（情報）の提供
海外での／海外に向けた技術（情報）提供、非居住者又は特定類型該当者への技術（情
報）提供

安全保障輸出管理委員会にて審査

取引不可

①学部生または人文社会科学系の留学生である
②授業だけを担当する教員である（兼任講師、教育
補助講師等）
③研究目的以外または研究目的であっても、人文社
会科学分野の一時訪問者である。

事前点検シート（様式１-１）による点検 追加確認不要

取
引
実
施
可

取引審査（取引審査シート（４））を起票

受
入
時
の
点
検
は

不
要
で
す

①～③のいずれ
かである

非居住者または特定類型該当者
である[*1]

事前点検（様式１-２）を行ってください。[*2]

いいえ

[*1] 特定類型該当者 以下の①か②に該当する者。詳しくは、研究知財事務室（主に教員・研究者）または国際教育事務室
（外国人留学生）までお問い合わせください。
①外国政府又は外国法人等と雇用等の契約を結んでおり、当該外国政府・法人等に対して善管注意義務を負う居住者（日本

人を含む）②外国政府又は外国法人等から、年間所得の25％以上の経済的利益（奨学金等）を受けている、または得ることを
約している居住者（日本人を含む）
[*2]学生受入プログラムの場合は、プログラム責任者による「調査票」での一括点検も可です。
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